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研究成果の概要（和文）：本研究では、生物言語学は、17世紀の科学革命における近代科学の形成過程と相同的な過程
を経て形成されつつあるが、現在のミニマリストプログラム（MP）の中心的な概念である併合（Merge）―基本的統語
操作―を含めて説明原理として提案されたメカニズムに因果律の概念が含まれておらず、近代科学としては初期の段階
にあることを明らかにした。一方で併合の運動制御起源説を提案し、進化的には言語を構成するすべての機能が他の動
物の機能と連続性を保っており、この連続性の観点を基礎としなければ、MPは言語進化の正しい理解に到達できないと
いうことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this project, we have shown that biolinguistics has been developing through 
the homologous stages as modern science developed in the Scientific Revolution of the 17th century. We 
have also pointed out that biolinguistics as a modern (biological) science remains at its earlier stage 
in the sense that its explanatory principles including Merge (elementary syntactic operation) do not 
contain the notion of causality. Moreover, we have proposed the hypothesis of the motor control origin of 
Merge. Under this hypothesis, we claim that from the perspective of evolution, all functions of the 
faculty of language have continuity with the related functions of non-human animals, so that in order for 
MP to lead to a proper understanding of language evolution it is necessary to take this continuity view 
as a foundational assumption.
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１．研究開始当初の背景 
ミニマリスト・プログラム（以下、MP）で

は、生成文法の基本的問題である言語機能の
「仕組み」と「発達」に加えて、言語進化の
研究や方法論についての議論が活発に行わ
れるようになった。この傾向は海外において
特に顕著であるが、これには少なくとも 2つ
の要因が関与する。1 つは、普遍文法(UG)を
極限まで因子化することにより、それまでは
不可能であった言語と他の認知機能との比
較が可能になったことであり、これは
Chomsky (1995)以降が言語進化を言語研究の
基本的問題の 1つに加え、Hauser, Chomsky & 
Fitch (2002)が言語に固有の部分を回帰性に
絞り込むことで生物学的な言語進化研究プ
ログラムの展望を具体的に示したことに端
的に象徴されている。もう 1 つは、Chomsky 
(2000)等でいう「強いミニマリストのテーゼ
(strong minimalist thesis, SMT)」つまり
「言語は言語と相互作用する認知システム
が求める条件に対する最適解である」という
作業仮説が採用され、UG の特性をインターフ
ェイス条件と計算効率性等の一般原理から
導出することが言語研究の目標となったこ
とである。その結果、言語科学と他の自然科
学諸分野との統合が現実的な課題として言
語学者に強く意識されるようになったが、こ
れを反映する 1つの事例としては、オンライ
ン 版 の 学 際 的 学 術 ジ ャ ー ナ ル
Biolinguistics の創刊(2007 年)をあげるこ
とができる。現在、MP を推進するためにその
自然科学としての特質や位置づけについて
の的確な理解を研究者が共有する必要がま
すます高まっているが、そうした明確な理解
やコンセンサスがすでにあるとはまだ言え
ない状況であった。 
 
２．研究の目的 
上記のような状況を背景として、本研究で

は、草創期から現在までの生成文法の発展過
程を科学哲学的・思想史的観点から考察し、
その哲学的特質と方法論を分析して、生成文
法が自然科学の一分野としてどのような特
質（概念的基盤と方法論）を持つのかを明確
にすることを主たる目的とした。特に、生成
生物言語学の理論的基盤となっている MP の
哲学的基礎と方法論の起源と形成過程を分
析することにより、その自然科学としての特
質を明らかにして、従来の生成文法研究や特
に現在進展が著しい進化言語学研究に対し
て確固とした概念基盤を与えることを目指
した。同時に、MP が採択する方法論的自然主
義によって主張される言語科学と基礎的自
然科学との統合について、より明確な展望を
与え、これに則った経験的言語研究の新たな
可能性を提案し、活発化を促すことを目標と
した。さらに、言語学、哲学、生物学等の各
方面から MP に向けられる批判に対して建設
的な議論を行うための明確な科学哲学的基
盤を提供することも目的とした。 

 
３．研究の方法 
23 年度及び 24 年度は、生成文法（生成生物
言語学）の形成過程の 3つの時期のうち、近
代科学の方法論が言語研究に導入され、形式
的な言語研究が発展した第 1期～第 2期前半
（前半）を研究代表者が、生物学的側面が明
確になり、基礎的自然科学との統合に向けて
発展しつつある第 2期後半～第 3期（後半）
を研究分担者がそれぞれ担当し、緊密な連絡
を相互に取りながら、それぞれの時期の哲学
的・方法論的特質の研究をした。25 年度は、
23 年度及び 24 年度の研究成果を統合して、
初期理論から MP までの生成文法の哲学的基
礎と方法論の特質とその形成過程の全体像
を明らかにし、その理論的・経験的帰結を考
察した。 
 
４．研究成果 
23 年度から 25 度までの間に研究代表者と分
担者は、以下のような成果を得た。研究代表
者は、科学史・科学哲学の観点から生物言語
学の概念的基盤の3つの特徴を明らかにした。 
まず、第 1に、生物言語学は、科学革命にお
ける近代科学の形成過程と相同的な過程を
経て形成されつつあるということである。第
2に、MP にいたるまで生物言語学の説明原理
には因果律が含まれていないことが他の生
物科学との違いであり、近代科学の発展とい
う観点から見ると生物言語学はその発展の
初期の段階にあることを明らかにした。第 3
に生物言語学と他の生物科学の理論との共
通点と相違を明らかにするためには、生物学
の哲学で進んでいるメカニズムの概念的な
研究が重要であることを明らかにした。一方、
研究分担者は MP のメカニズムの中心的な概
念である併合（Merge）の性質を言語進化の
観点から考察し、統語演算能力の運動制御起
源説を提案し、Merge を含め言語を構成する
すべての機能が人間固有であること、しかし
進化的にはそのすべてが他の動物の機能と
連続性を保っており進化研究にとってはそ
れが重要な手掛かりとなること、従って
FLN/FLB の区別を排除しこれを超越しなけれ
ば、MP は言語進化の正しい理解に到達できな
いということを明らかにした。さらに、MP に
基づく生物言語学と他の生物科学の間に見
られる見解の相違が言語やその起源・進化に
関するいくつかの誤謬に由来するものであ
ることを指摘した。 
最終年度である 26 年度にはこれまでの研

究成果に基づいて、生物言語学、行動生物学、
生物学の哲学、言語の脳科学の研究者を提題
者とするワークショップ「生物言語学と生物
科学におけるメカニズムについて」を日本科
学哲学会で開催した。ワークショップでは生
物言語学及び行動生物学のメカニズムの性
質を紹介し、生物学の哲学の観点からこれら
を比較し、その共通性と相違を明らかにし、
さらに異なる分野の統合の際に生じる問題



点について検討した。 
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